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１．「港」を取り巻く社会経済状況の変化
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【アジア主要港のコンテナ取扱個数】 【世界の港湾別コンテナ取扱個数ランキング】

１９９０年 ２０１９年（速報）

（単位：万ＴＥＵ）

※京浜港は東京港・横浜港、
阪神港は大阪港・神戸港。

TEU (twenty-foot equivalent unit)：
国際標準規格（ＩＳＯ規格）の
20 フィート・コンテナを１とし、
40 フィート・コンテナを２として
計算する単位。

港 名 取扱量 港 名 取扱量

1 シンガポール 522 1 (1) 上海（中国） 4,330 

2 香港 510 2 (2) シンガポール 3,720 

3 ロッテルダム 367 3 (4) 寧波-舟山（中国） 2,753 

4 高雄 349 4 (3) 深圳（中国） 2,577

5 神戸 260 5 (7) 広州（中国） 2,324

6 釜山 235 6 (6) 釜山（韓国） 2,199 

7 ロサンゼルス 212 7 (8) 青島（中国） 2,101

8 ハンブルク 197 8 (7) 香港（中国） 1,836 

9 ﾆｭｰﾖｰｸ・ﾆｭｰｼﾞｬｰｼﾞ 187 9 (9) 天津（中国） 1,726 

10 基隆 183 10 (11) ロッテルダム（オランダ） 1,481 

11 横浜 165

34(29) 東京 501 

13 東京 156

61(59) 横浜 299

67(65) 神戸 287

68(67) 名古屋 284 

24 名古屋 90 80(76) 大阪 246

…
…

…
…

[注] 数値はいずれも外内貿を含む。ランキングにおける（ ）内は2018年の順位。
［出典］ＣＯＮＴＡＩＮＥＲＩＳＡＴＩＯＮ ＩＮＴＥＲＮＡＴＩＯＮＡＬ Yearbook1987及びLloyd’s List資料、港湾統計（年報）

を基に国土交通省港湾局作成

…
…

…
…

…
…

…

…
…

…
…
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ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ
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―
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203

※
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※
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―
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―
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―

アジア主要港の躍進

天津
1,726
―
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国際基幹航路に関する荷主の声



国際コンテナ戦略港湾の機能強化～「集貨」「創貨」「競争力強化」①～

○ 令和元年から概ね5年以内に、多方面・多頻度の直航サービスを充実させることで、グローバルに展開する我が国
立地企業のサプライチェーンマネジメントに貢献することを政策目標として、「Cargo Volume（貨物量）」「Cost（コス
ト）」「Convenience（利便性）」の3つの要件を備えた国際コンテナ戦略港湾の実現を目指す。

○ その際、新型コロナウイルス感染症の拡大も踏まえ、「ヒトを支援するAIターミナル」の機能強化、セキュリティを確保
した効率的な物流システムの構築を通じたゲート処理の効率化を図る。また、国際コンテナ戦略港湾の入出港コスト
の低減を図るためのとん税・特別とん税の負担を軽減する特例措置や、港湾運営会社と密接に連携した集貨の取り
組みなどにより、「集貨」「創貨」「競争力強化」の3本柱からなる国際コンテナ戦略港湾政策を引き続き推進する。

①国際コンテナ戦略港湾への「集貨」

国際戦略港湾競争力強化対策事業のスキーム

事業スキーム

国

補助対象事業

補助
（事業費の１／２）

目指すべき集貨のイメージ

港湾運営会社

事業対象者

釜山港等

阪神港 京浜港

欧州・北米等

東南アジア等 阪神港
京浜港

国際基幹航路向け貨物
を国際コンテナ戦略港湾

利用への転換

東南アジア等

欧州・北米をはじめ中南米・
アフリカ等多方面・多頻度の
直航サービスの充実

国際コンテナ戦略港湾
の積替機能強化

国内とのフィーダー
航路網充実

国外とのフィーダー
航路網充実

欧州・北米等

・国際コンテナ戦略港湾における多方
面・多頻度の直航サービスを充実させ
るためには、国内貨物に加え、高い経
済成長を背景に増大する東南アジア
等貨物の取り込みが必要であることか
ら、国内及び東南アジア等からの集貨
のためのフィーダー航路網の充実及
び国際コンテナ戦略港湾の積替機能
強化を図る。

②国際コンテナ戦略港湾背後へ
の産業集積による「創貨」

・流通加工機能を備えた物流施設の
ふ頭近傍への誘致・集積により、コン
テナ貨物需要の創出とロジスティクス・
ハブ機能の強化を図るため、流通加
工機能を備えた荷さばき施設(上屋)又
は保管施設(倉庫)を整備する民間事
業者に対する無利子貸付を行う。

流通加工機能を備えた物流施設の整備・荷さばきの効率化によるコンテナ貨物の創出

物流施設全景流通加工機能を備えた物流施設（建設中）

横浜港(本牧ふ頭Ａ突堤) 神戸港 横浜港
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船型 備考

船名 積載
TEU

トン数
（DWT）

全長
（ｍ）

船幅
（ｍ）

積載
列数

満載時
必要岸壁水深

（ｍ）

同縮尺イメージ
（長さ方向に同縮尺）

MSC
KANOKO

14,336 149,831 366 48 19 18
日本に寄港している最大級のコンテナ船
【南米航路】

MSC
ISABELLA

23,656 224,999 400 61 24 18
過去、日本に寄港した最大のコンテナ船
【北米西岸・欧州航路】

HMM
ALGECIRAS

23,964 232,606 400 61 24 18
営業投入されている世界最大級のコンテナ船
【欧州航路】

（a）大水深コンテナターミナル等の整備の推進及び一体運営の促進

神戸港

大阪湾岸道路西伸部

（六甲アイランド北～駒栄）

[ポートアイランド(第Ⅱ期)地区]

国際海上コンテナターミナル

整備事業（PC13～18）(水深15～16m) 等

[六甲アイランド地区]

国際海上コンテナターミナル

整備事業（RC6,RC7）(水深16m) 等

大阪港

[北港南地区]

国際海上コンテナターミナル

整備事業（C10～12）(水深15～16m) 

臨港道路等

○ スケールメリットの追求のためコンテナ船の大型化がますます進展する中、欧州航路においては14,000TEU超クラスが、北米
航路においては8,000TEU～10,000TEUクラスが寄港している。

○ 国際基幹航路に就航する大型船の入港を可能とするため、国際コンテナ戦略港湾において、国際標準の水深、広さを有する
コンテナターミナル等の整備を推進する。

○ また、横浜港南本牧ふ頭コンテナターミナルでは、令和2年8月にMC4が供用したことから、MC1～4の一体運営を促進すること
により、2大アライアンスが柔軟に利用できるようにするなどの利便性・生産性の向上を図る。

横浜港

[南本牧ふ頭地区]

国際海上コンテナターミナル

整備事業（MC3,MC4）(水深18m) 等

[新本牧ふ頭地区]

国際海上コンテナターミナル

再編整備事業

（SH1,SH2）(水深18m)、臨港道路 等

[本牧ふ頭地区]

国際海上コンテナターミナル

再編整備事業

（D5,BC間）(水深16m)、

（CD）(水深7.5m)、

臨港道路 等

[南本牧～山下ふ頭地区]

臨港道路整備事業

臨港道路

【MC1～MC4の一体運営による利便性・生産性の向上】

・バースや荷役機械の相互融通

・ターミナルオペレーションシステムの共通化

（b）コンテナ船の大型化

③国際コンテナ戦略港湾の「競争力強化」

国際コンテナ戦略港湾の機能強化～「集貨」「創貨」「競争力強化」②～
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コンテナターミナルのバース数（水深16ｍ以深）

上海港 寧波-舟山港 深圳港 広州港 青島港

23 19 17 6 20

天津港 厦門港 大連港 主要８港合計

13 4 6 108
【参考】 中国（香港港を除く）のコンテナ取扱貨物量の約７割を占める主要８港を記載。

釜山港 仁川港 光陽港 合計

26 6 8 40

京浜港 阪神港 名古屋港 合計

8 7 2 17

【日本】

【中国（主要港）】 ※香港港除く

【韓国】

高雄港 台北港 合計

7 4 11

【台湾】【マレーシア】

シンガポール
港

合計

32 32

【シンガポール】

２０２１年３月、国土交通省港湾局作成（国土交通省港湾局が把握しているバースのみ計上）。

（出典）Ports & Terminals Guide2019/2020、国際輸送ハンドブック（2020版）、中国港口年鑑（2019版）、韓国港湾業務便覧（2019版）、各港HP等

タンジュンペ
ラパス港

ポート
ケラン港

合計

10 11 21

香港港 香港港を含む合計

19 127
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大井

【整備中】
岸壁数：1
岸壁延長：400m
最大水深：16.5m

中防外

六甲アイランド
南地区

本牧
新本牧

【整備中】
岸壁数：1
岸壁延長：310m
最大水深：16m

【整備中】
岸壁数：8
岸壁延長：2,800m
最大水深：21m

東京港 【計画】
岸壁数：2
岸壁延長：820m
最大水深：16.5m

【整備中】
岸壁数：2
岸壁延長：1,000m
最大水深：18m

横浜港

【計画】
岸壁数：4
岸壁延長：1,400m
最大水深：16m

神戸港

0 1,000m

＜シンガポール港（トゥアス）＞

＜国際コンテナ戦略港湾 （京浜港・阪神港）＞

＜釜山港（新港）＞

＜高雄港＞

【整備中】
岸壁数：5
岸壁延長：2,415m
最大水深：18m

各国主要港のコンテナターミナルの整備計画（現状～将来）

・各港HP等より国土交通省港湾局作成。

（注）各港ＨＰにて、近接する複数の岸壁水深が、その一帯の最大水深でまとめて表記されている場合があるため、一部16ｍ
以浅の岸壁を含む可能性がある。

（比較）横浜港南本牧ふ頭【計画】
岸壁数：17
（フィーダー岸壁除く）

岸壁延長：7,040m
最大水深：23m

（比較）
横浜港南本牧ふ頭

【整備中】
岸壁延長：26,000m
最大水深：23m

（比較）横浜港南本牧ふ頭
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○ 港湾物流手続の電子化を図るCyber Portと搬入情報の事前照合等を行うCONPASにより、港湾物流業務の

効率化とコンテナターミナルのゲート前混雑の解消等を図り、港湾物流全体の生産性向上を目指す。

PSカード

予約制度の導入によりトレーラー
到着時間を平準化

PSカードタッチ処理により
ゲート処理時間を短縮

ターミナルゲート

ゲート前

●Cyber Port （旧 港湾関連データ連携基盤）※令和３年４月１日運用開始

荷主 陸運 ＣＴ 税関

S/I 船腹予約
空PUO

I/V P/L

・・・海貨 船会社 海貨 海貨 通関

許可申請

NACCS

搬入票

CONPAS

将来〔Cyber PortとＣＯＮＰＡＳの連携（イメージ）〕

●ＣＯＮＰＡＳ（Container Fast Pass）
（新・港湾情報システム）

デジタル情報の連携・利活用

＜業種毎の情報伝達手法＞

8.9%

29.4%60.6%

1.2%
荷主

13.5%

25.5%60.5%

0.4%
海貨

38.4%

20.6%

39.9%

1.1%
外航船社

30.2%

19.8%

47.5%

2.4%
陸運

現状

Cyber Portで電子化した搬入情報と、
ターミナル保有情報とをCONPASで
事前照合し、ゲート処理時間を短縮

本牧ふ頭

本牧ふ頭BCコンテナターミナル
CONPAS試験運用中

遠隔操作RTG２基導入予定

南本牧ふ頭コンテナターミナル
令和３年４月１日から

CONPAS本格運用開始

南本牧ふ頭

本牧ふ頭D1コンテナターミナル

本牧ふ頭D4コンテナターミナル 本牧ふ頭D5コンテナターミナル

●Cyber Port、CONPAS及び遠隔操作RTGの導入（横浜港）

●セキュリティを確保した非接触型の効率的なデジタル物流システム

R3.4
MC1～4

一体利用開始
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整備段階
計画段階

調査・測量 設計

施工

〇港湾施設整備において、調
査、設計、施工データの各段
階のデータを関係者間で共有
し、効率的な整備を実施。

〇計画段階も含め、蓄積された
座標データ等はICT施工の
基礎データとして必須。

〇維持管理や災害復旧にもデー
タを活用。

港湾計画現況 事業計画

〇社会情勢、施設の利用状況や老朽化の
状況等を踏まえ、施設の利・活用を意識した
計画の策定。

〇施工データ等を活用した効率的な
維持管理。

〇老朽化状況の分析や遠隔での
技術支援を国より実施。

〇港湾管理者間での情報の横展
開。

維持管理段階

○計画段階から整備、維持管理・利用の段階に至る港湾及び港湾施設に関する様々な情報をデジタル化し、

サイバーポート（港湾インフラ分野）を通じて一元的に管理するとともに、データを有効に活用。

○あわせて、物流分野や管理分野と連携することで、施設の日々の利用状況や需要を把握・分析するとともに、

施設の健全度や物流ネットワークの全体効率化等を勘案し、タイムリーな更新投資を行う。（効果的・効率的な

アセットマネジメント）

発地 A港 B港 海外

・荷送人
・荷受人
・商品明細

コンテナ輸送情報

・積荷港
・荷揚港
・荷渡地 等

コンテナ貨物に関する民間事業者の
手続を電子化し、効率的な物流を実現

物流分野

・船会社名
・本船名
・荷受地

物流情報

施設利用情報

インフラ分野

港湾管理者に対する各種手続

管理分野

港湾管理に係る各種手続を電子化
し、効率的な管理を実現

・入出港届
・港湾統計
・入港料関係手続
・港湾区域関連手続

・臨港地区関連手続
・港湾施設使用申請
・船舶運航動静通知

等

計画・整備・
維持管理・
利用の各段
階のデータ
を有効活用
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効果的・効率的な
アセット

マネジメント

サイバーポートを活用した効果的・効率的なｱｾｯﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

利用

〇施設の日々
の利用状況
や需要等の
把握・分析



２．地域活性化を支える港湾
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以下、当日配布致します。
事務局




